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総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
革
新
炉
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
座
長

＝
黒
﨑
健
・
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所
教
授
）
は
一
一
月
二
日
の

会
合
で
、
次
世
代
革
新
炉
の
建
設
に
向
け
た
人
材
育
成
や
国
民
理
解
の
促
進

を
中
心
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
同
Ｗ
Ｇ
は
、
前
回
一
○
月
二
四
日
の
会
合

で
、「
革
新
炉
開
発
に
関
す
る
検
討
の
深
掘
り
」
と
し
て
、
今
後
の
論
点
を
、

（
一
）
事
業
環
境
整
備
、（
二
）
開
発
体
制
・
司
令
塔
組
織
、（
三
）
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
・
人
材
の
維
持
・
強
化
、（
四
）
研
究
基
盤
整
備―

に
整
理
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
原
子
力
サ

プ
ラ
イ
ヤ
の
実
態
に
関

し
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

は
今
回
の
会
合
で
、「
中

核
技
術
を
持
つ
一
方
で
、

政
府
支
援
が
行
き
届
か
な

い
ま
ま
、
原
子
力
事
業
か

ら
撤
退
す
る
例
が
み
ら
れ

た
過
去
の
反
省
を
踏
ま

え
、
重
要
企
業
を
把
握
し
、

必
要
な
支
援
策
を
講
じ
る

体
制
構
築
が
必
要
」
と
の

問
題
意
識
か
ら
、
新
た
な

原
子
力
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
体
制
を
提
案
。
地
域
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
日

頃
か
ら
中
小
企
業
な
ど
へ

の
支
援
を
行
う
地
方
経

済
産
業
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
「
原
子
力
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
立
上
げ
、
支
援
策
の
検
討
・
拡
充
が
継
続
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
も
の
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
説
明
に
よ
る
と
、

原
子
力
を
支
え
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
は
全
国
に
約
四
百
社
点
在
し
て
お
り
、
原

子
力
事
業
以
外
を
柱
と
す
る
企
業
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

　

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、「
原
子
力
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
戦
略

Ｗ
Ｇ
主
査
を
務
め
る
吉
村
真
人
氏
（
日
立
製
作
所
）
が
産
業
界
に
お
け
る

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
発
言
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

改
定
に
お
い
て
議
論
し
て
い
る
十
年
後
を
見
据
え
た
人
材
構
成
上
の
課
題

の
一
つ
と
し
て
、
建
設
や
運
転
期
間
延
長
に
係
る
人
材
の
維
持
・
育
成
を

指
摘
。
国
内
に
お
け
る
建
設
空
白
期
間
の
長
期
化
が
及
ぼ
す
影
響
に
関
し
、

設
計
、
製
造
、
調
達
、
建
設
、
試
験
・
検
査
の
各
分
野
で
「
新
規
建
設
を

通
じ
て
の
み
習
得
可
能
な
技
能
が
あ
る
の
だ
が
、
教
え
る
側
も
既
に
建
設

の
経
験
が
な
い
世
代
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
懸
念
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
研
究
開
発
局
原
子
力
課
長
の
新
井
知
彦
氏
は
人

材
育
成
の
取
組
と
し
て
、
二
○
二
○
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
複
数
の
大
学
・

研
究
機
関
、
企
業
な
ど
が
連
携
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、
教
育

資
源
・
機
能
の
結
集
・
相
互
補
完
を
図
る
未
来
社
会
に
向
け
た
先
進
的
原

子
力
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
紹
介
。
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
リ
ー
ド
す

る
北
海
道
大
学
拠
点
の
オ
ー
プ
ン
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
実
習
の
受
講
学
生
か

ら
は
「
就
職
先
と
し
て
原
子
力
・
放
射
線
分
野
に
関
心
を
持
っ
た
」
と
い

う
声
も
多
く
聞
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
高
等
教
育
に
携
わ
る
立
場
か
ら
高
木
直
行
委

員
（
東
京
都
市
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
教
授
）
は
、

原
子
力
関
係
学
科
へ
の
進
学
を
巡
る
学
生
の
志
望
意
識
低
下
や

親
の
反
対
な
ど
、
厳
し
い
現
状
を
述
べ
、「
大
学
だ
け
の
努
力

で
は
も
う
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
原
子
力
産
業
の
低
下
は
不
可

避
」
と
憂
慮
。
そ
の
一
方
で
、
全
学
対
象
の
原
子
力
関
連
講
座

に
多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
近
況
を
、
最
近
の
革
新
炉
開

発
関
連
の
報
道
な
ど
に
よ
る
効
果
と
と
ら
え
、
国
に
お
い
て
も

「
予
見
性
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
出

身
の
偉
大
な
経
済
学
者
・
思
想
家
（
そ
の
三
）
を
紹
介
し
た

い
。
一
八
九
九
年 

ウ
ィ
ー
ン
の
学
者
家
庭
に
生
ま
れ
た
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
ハ
イ
エ
ク
は
、
一
九
一
七
年
、 

第
一
次
世
界
大
戦

の
イ
タ
リ
ア
戦
線
に
お
い
て
飛
行
観
測
手
と
し
て
兵
役
に
従

事
し
、
左
耳
を
負
傷
す
る
。
一
八
年
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
入
学

し
、
二
一
年
に
法
学
博
士
号
、
二
三
年
に
政
治
学
博
士
号
を
取

得
し
、
渡
米
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
研
究
助
手
と
し
て

働
く
。
二
四
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
り
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・

ミ
ー
ゼ
ス
に
見
守
ら
れ
て
研
究
サ
ー
ク
ル
を
作
る
。
二
七
年
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
景
気
循
環
研
究
所
所
長
、
二
九
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
講
師
と
な
る
。

一
九
三
一
年
、
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
ロ
ビ
ン
ズ
に
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス 

（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）
で
の
講
演
に
呼
ば
れ
、
こ
れ
以
降
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
の

教
授
職
を
務
め
る
。
四
四
年
に
発
表
し
た「
隷
属
へ
の
道
」で
は
、社
会
主
義
、

共
産
主
義
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ナ
チ
ズ
ム
が
同
根
の
集
産
主
義
で
あ
る
と
批

判
し
、
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
五
○
年
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
社

会
科
学
な
ら
び
に
道
徳
科
学
の
教
授
と
な
る
。
六
二
年
、
西
独
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
大
学
の
経
済
政
策
教
授
と
な
り
、
六
八
年
に
同
大
学
を
退
官
後
は
、

九
年
間
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
で
教
え
る
。
七
四
年
に
ノ
ー

ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
。
ハ
イ
エ
ク
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
代

表
的
学
者
の
一
人
で
あ
り
、
経
済
学
、
政
治
哲
学
、
法
哲
学
、
さ
ら
に
心

理
学
に
ま
で
渡
る
多
岐
な
業
績
を
残
し
、
二
○
世
紀
を
代
表
す
る
自
由
主

義
の
思
想
家
で
あ
る
。
米
国
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
自
ら
の
思
想
に
最
も

影
響
を
与
え
た
一
人
と
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
ハ
イ
エ
ク
を
歓
迎
し
た
。

九
二
年
逝
去
の
報
に
際
し
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
追
悼
声
明
の
中
で
「
現

代
の
最
も
偉
大
な
思
想
家
の
一
人
」
と
称
え
た
。

　

一
方
、
一
九
二
○
年
に
京
都
市
に
生
ま
れ
た
梅
棹
忠
夫
教
授
は
、
三
六

年
、
京
都
一
中
（
現
：
京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校
・
附
属
中
学
校
）
か
ら

四
年
修
了
（
飛
び
級
）
で
第
三
高
等
学
校
に
入
学
。
三
高
時
代
か
ら
山
岳

部
の
活
動
に
熱
中
し
て
学
業
を
放
棄
し
、
二
年
連
続
で
留
年
し
て
退
学
処

分
を
受
け
る
も
、後
輩
や
同
級
生
か
ら
の
嘆
願
運
動
で
復
学
を
認
め
ら
れ
る
。

京
都
帝
国
大
学
理
学
部
動
物
学
科
在
学
中
に
は
今
西
錦
司
を
団
長
と
す
る

中
国
北
部
『
大
興
安
嶺
探
検
隊
』
な
ど
の
探
検
に
参
加
活
躍
し
た
。
四
三
年
、

京
大
大
学
院
入
学
、
四
九
年
に
大
阪
市
立
大
学
理
工
学
部
助
教
授
、
六
一

年
に
は
「
動
物
の
社
会
干
渉
に
つ
い
て
の
実
験
的
な
ら
び
に
理
論
的
研
究
」

に
て
京
都
大
学
よ
り
理
学
博
士
号
を
取
得
。
六
五
年
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
助
教
授
、
六
九
年
に
同
教
授
、
七
四
年
に
は
国
立
民
族
学
博
物

館
初
代
館
長
を
務
め
る
。
我
が
国
に
お
け
る
文
化
人
類
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア

で
あ
り
、
梅
棹
文
明
学
と
も
称
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
文
明
論
を
展
開
し
多

方
面
に
多
く
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
京
大
で
は
、
今
西
錦
司
門
下
の
一

人
で
あ
っ
た
。
生
態
学
が
出
発
点
で
あ
っ
た
が
、
動
物
社
会
学
を
経
て
民

族
学（
文
化
人
類
学
）、比
較
文
明
論
に
研
究
の
中
心
を
移
し
た
。
代
表
作『
文

明
の
生
態
史
観
』
の
他
、
数
理
生
態
学
の
先
駆
者
（
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
群

れ
形
成
の
数
理
）
で
も
あ
る
。
梅
棹
教
授
は
青
年
期
よ
り
登
山
と
探
検
に

精
を
出
し
、
数
多
く
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
京
大
人
文
研
で
の
経
験
か

ら
Ｂ
６
カ
ー
ド
を
使
っ
た
情
報
整
理
法
を
考
案
。そ
の
方
法
を
ま
と
め
た『
知

的
生
産
の
技
術
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
同
書
で
紹
介
さ
れ
た
情
報

カ
ー
ド
は
「
京
大
式
カ
ー
ド
」
と
い
う
名
で
商
品
化
さ
れ
た
。
同
書
で
は
「
出

来
な
い
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
「
無
理
」、
出
来
る
こ
と
か
ら
拡
げ

て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」」
と
述
べ
て
い
る
。
八
八
年
に

フ
ラ
ン
ス
教
育
功
労
章
、
九
四
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
二
○
一
○
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
た
原
子
力
人

材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
初
代
事
務
局
長
を
務
め
た
。
ハ
イ
エ
ク
の
著
作
に

縁
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
六
○
年
代
に
何
度
か
来
日
し
た
際
に
ハ
イ
エ
ク
の

通
訳
を
務
め
、
ハ
イ
エ
ク
に
関
す
る
著
作
も
多
い
渡
部
昇
一
上
智
大
学
名
誉

教
授
の
評
論
や
著
作
は
よ
く
読
ん
だ
。
学
生
時
代
に
読
ん
だ
梅
棹
教
授
の

『
知
的
生
産
の
技
術
』
に
倣
っ
て
、
京

大
式
カ
ー
ド
を
し
ば
ら
く
使
っ
て
い

た
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大

な
経
済
学
者
・
思
想
家
を
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

ウ
ィ
ー
ン
大
学
が
所
蔵
す
る
ハ
イ
エ
ク
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　

 

　

■ 

杉
本
純 

 

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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ィ
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京
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